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公共工事発注者に求められる技術力と責任

2014年に品確法が改正され，適正な
予定価格の設定と適正な契約変更・支
払いにより受注者の適正な利益を確
保するなど，発注者の責任が法律で明
確に規定されましたが，実際にはまだ
まだ趣旨どおりに運用されているとは
いいきれない状況です。
本書は改正品確法の趣旨を踏まえた
上，積算に焦点を絞り，公共土木事業
の各段階において，それぞれに応じた
積算をしていくことの必要性を説いて
います。ここでは，建設プロジェクトの
ライフサイクルのうち，調査，設計，積
算を経て工事を実施し，構造物を完成
するまでの過程について，コストを適
正に管理する手法を「積算マネジメン
ト」と称します。ライフサイクルコスト
の中でも初期投資部分に注目し，建設
工事を完了するまでの過程を取り上
げ，公共工事の積算のあるべき姿を探
っていきます。
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受発注者双方にとって、現在の公共工事の
積算における運用の実際を理解する上で、
極めて意義の大きい図書と思います
（推薦のことばより）
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